
川
越
地
区
広
報
誌 

五 

望 

の 

郷 
  

 
 

 
 
 

【 

年
頭
の
ご
挨
拶 

】 

  

明
け
ま
し
て 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

川
越
地
区
の
皆
様
、

お
揃
い
で
よ
い
お
正
月
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

昨
年
（
今
年
度
）
は
発
足
以
来
実
質
２
年
目
の

実
行
に
当
っ
た
年
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
基
礎
固

め
を
し
た
年
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

三
江
線
問
題
で
揺
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
、
「
と
ん
ど
祭
り
」
か
ら
「
ご
ぼ
う

の
郷
ま
つ
り
」
ま
で
の
主
要
行
事
・
事
業
に
つ
き

ま
し
て
、
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
つ
つ

が
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
皆

様
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

新
年
は
14

日
の
「
と
ん
ど
祭
り
」
か
ら
活
動
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
昭
和
６
年
以
来
地
域
の
公
共

交
通
と
し
て
利
用
し
て
き
た
三
江
線
も
、
４
月
か

ら
は
代
替
バ
ス
の
運
行
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
今
年
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
郷

づ
く
り
を
目
指
し
て
各
種
の
事
業
・
行
事
を
行
う

予
定
で
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
お
年
に
な

る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。 

 
 

 
 

川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

中 

村 

征 

雄 
    

三
十
三 

号 

平
成 

三
十 

年 

一 

月 

一
日 

 

発
行
・
編
集 

 

川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 

電
話
九
三 

‐
○
八
二
五 

(

通
算
三
一
九
号) 

  
 

 

【各
部
長 

年
頭
の
ご
挨
拶
】 

 
 
 
 
 
 

教
育
文
化
部
部
長 

三
浦
紗
枝
子 

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
学
校
の
振
替
休
日
を
利
用
し
て
活
動
を
計
画

実
施
致
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
前
年
度
よ
り
お
子
さ
ん
の

参
加
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
育
て
世
代
の
方
々
に

も
、
地
域
活
動
へ
の
理
解
が
深
ま
る
と
共
に
、
世
代
間
交

流
も
出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
更
に
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う

な
計
画
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

防
災
安
全
部
部
長 
 

瀬
尻
敏
樹 

 
あ
な
た
は
災
害
に
備
え
て
ど
ん
な
準
備
を
し
て
い
ま

す
か
？
と
言
う
問
い
か
け
か
ら
始
ま
っ
た
防
災
安
全
講

演
会
。
言
わ
れ
て
初
め
て
気
が
つ
く
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

幸
い
昨
年
は
大
き
な
災
害
も
な
く
過
ご
せ
ま
し
た
が
、
い

ざ
と
い
う
時
の
為
、
ぼ
う
ぼ
う
ネ
ッ
ト
に
よ
る
講
演
会
を 

今
年
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い

致
し
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば 
憂
い
無
し
」 

  
 
 
 
 
 
 

環
境
整
備
部
部
長 

 

河
崎
敏
文 

川
越
地
区
の
皆
様 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

川
越
地
域
づ
く
り
計
画
も
本
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
環
境
整
備
部
門
は
「
川
越
地
区
の
景
観
保
全
」、 

「
水
の
国
周
辺
の
整
備
促
進
」、「
道
路
周
辺
の
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
な
ど
の
計
画
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
特
に 

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
は
、
地
域
の
皆
様
に
身
近
な
道
路 

周
辺
の
景
観
整
備
で
あ
り
、
昨
年
は
渡
田
地
区
の
皆
様
の 

協
力
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
周
辺
道
路
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花

壇
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

景
観
保
全
は
地
域
の
皆
様
の
協
働
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
参
画
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

地
域
振
興
部
部
長 

 

小
林 

勉 

 

二
〇
一
七
年
は
部
と
し
て
活
動
は
殆
ど
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
こ
と
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
一
八
年 

は
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

地
域
の
振
興
策
で
最
近
思
う
こ
と
は
、
地
域
行
事
で
頑

張
っ
て
い
る
年
齢
層
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

様
々
な
場
面
で
同
じ
人
が
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
頭
が 

下
が
る
気
持
ち
で
す
が
、
逆
に
川
越
地
区
の
過
疎
化
も
感

じ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
振
興
の
取
り
組
み
に
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、
若
年

層
を
引
き
込
む
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
必
要

と
感
じ
て
い
る
の
で
、
今
年
は
定
住
化
の
促
進
を
図
る
た 

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

健
康
福
祉
部
部
長 

 

小
松
隆
司 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
事
業
と
致
し
ま
し
て
、
教
育
文
化
部
と
協
賛
し
、 

大
貫
の
中
村
家
ま
で
健
康
づ
く
り
の
為
の
散
策
と
川
越 

の
歴
史
を
学
習
す
る
目
的
で
世
代
間
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
頂
き
、 

ま
た
中
村
家
で
貴
重
な
歴
史
資
料
を
拝
見
し
、
先
人
の
知

恵
と
工
夫
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
も 

う
す
ぐ
新
年
度
に
な
り
ま
す
が
、
健
康
年
齢
の
維
持
と
面 

白
く
体
を
動
か
す
行
事
を
沢
山
計
画
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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火 月 日 土 木 水 月 金 月 日 土 木 水 日 木 火 
 

月 

ご
み
の
出
し
方
説
明
会 

午
前
10
時
～ 

絵
画
ク
ラ
ブ 

 

午
前
10
時
～ 

安
心
ひ
ろ
ば 

 

川
越
銭
太
鼓
の
会 

午
後
７
時
半
～(

渡
会
館) 

桜
江
地
域
の
拠
点
・地
域
の
あ
り
方
住
民
説
明
会 

 

意
見
交
換
会 

午
前
10
時
～(

桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー) 

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル 

大
正
琴
練
習 

 

午
後
２
時
～ 

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
（ポ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

午
前
９
時
45
分
～ 

パ
ソ
コ
ン
教
室 

 

午
後
１
時
～ 

安
心
ひ
ろ
ば 

手
芸
の
会 

 

午
前
10
時
～ 

安
心
ひ
ろ
ば 

と
ん
ど
祭
り 

桜
江
町
剣
道
大
会 

と
ん
ど
祭
り 

準
備 

 

午
前
９
時
～ 

川
柳
教
室 

 

午
後
１
時
半
～ 

ま
め
な
く
ん
体
操 

 

午
前
10
時
～ 

パ
ソ
コ
ン
教
室 

 

午
後
１
時
～ 

消
防
出
初
式 

仕
事
始
め 

新
年
祝
賀
会
・成
人
式 

元
旦 

【
成
人
式
】 

 
 

期
日 

平
成
30
年
1
月
2
日
（
火
） 

 
 

時
間 

午
前
11
時
～ 

 
 

場
所 

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー 

平
成
30
年 

川
越
地
区
で
新
成
人
に
な
ら
れ 

た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同 

敬
称
略
） 

 
 

 
 
 

飛 

田 

美 

菜
（
鹿
賀
） 

 
  

 
柳 

光 

佑 

哉
（ 

渡 

） 

 
  

 
柳
光 

沙
和
子
（ 

渡 

） 

 
 

 

坂 
根 

秀 

哉
（
田
津
） 

 
 

 

坂 

根 
昌 

倫
（
田
津
） 

  

な
お
、
江
津
市
に
住
所
を
有
す
る
方
の
み
掲
載 

し
て
お
り
ま
す
。 

 期日：１月１４日（日） 

 時間：午前１０時～ 

 場所：川越交流センター 

     グラウンド・体育館 
お正月飾り等をセンターへお持ち下さい。 

隣近所お誘い合わせの上、お出掛け下さい。 

日時：１月６日(土) 

受付 9：15～ スタート 10：00～ 

場所：桜江 B&G海洋センター 

コースは B&G 周辺コース 3kmと 2km、ウォー

キングでもOKです。 

受付は当日会場で行います。 

 どなたでもお気軽にご参加ください 

 
温かい豚汁も 

食べれるよ 

 
お餅つきも体験出 

来るよ 

ぜんざいもあるよ 



         

【 

報 

告 

】 
★
桜
江
中
文
化
祭
★ 

「
感
動
を
あ
な
た
に
～
魅
せ
る
み
ん
な
の
絆
～
」 

 

去
る
11
月
11
日
（
土
）
桜
江
中
体
育
館
を
会
場
に

29
年
度
の
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
各
学
年
の
劇 

な
ど
、
生
徒
達
の
一
生
懸
命
な
演
技 

に
来
場
者
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら 

れ
て
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
素
晴
ら
し 

い
発
表
で
し
た
。 

 

★
学
習
発
表
会
…
桜
江
小
学
校
★ 

小
雨
の
降
る
肌
寒
い
11
月
26
日
、
桜
江
小
学
校
の

学
習
発
表
会
が
屋
内
運
動
場
で
行
わ
れ
、
全
校
児
童

103
人
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

学
年
別
の
発
表
で
、
低
学
年
は
可
愛 

ら
し
く
、
高
学
年
は
そ
れ
な
り
に
し 

っ
か
り
し
た
発
表
を
し
て
、
参
加
し 

た
桜
江
地
域
の
人
々
の
拍
手
と
声
援 

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
行 

事
と
し
て
、
運
動
会
に
並
ぶ
良
い
行
事
で
し
た
。 

 

★
世
代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

 
 
 
 
 

&
子
ど
も
読
書
会
★ 

 

11
月
27
日
、
小
学
校
の
振
替
え 

休
日
に
併
せ
、
川
越
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ 

ル
フ
同
好
会
の
方
々
の
協
力
を
得
て 

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
子
ど
も
６ 

名
、
大
人
16
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま 

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
終
了
後
、 

上
位
入
賞
者
順
に
景
品
が
渡
さ
れ
ま 

し
た
。
最
後
に
皆
さ
ん
で
食
事
を
し 

て
散
会
し
ま
し
た
。 

食
改
の
皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

     

                    

★
山
藤
さ
ん
入
選
！！
…
…
活
動
交
流
会
★ 

去
る
11
月
28
日
、
旧
松
川
小
学
校
で
江
津
市
健
康

推
進
地
区
連
絡
会
の
「
活
動
交
流
会
」
が
開
か
れ
、

川
越
か
ら
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
健
康
川
柳
の
入

選
者
表
彰
、
松
川
・
嘉
久
志
・
二
宮
・
長
谷
地
区
の

活
動
発
表
、
益
田
市
の
健
康
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
講
演
な
ど
が
有
れ
ま
し
た
。 

健
康
川
柳
で
は
、
優
秀
賞
３
句
、 

佳
作
７
句
の
発
表
が
あ
り
、
山
藤 

照
恵
さ
ん
が
佳
作
に
入
選
さ 

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。 

山
藤
さ
ん
の
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

       

                 

★
人
権
の
つ
ど
い 

開
催
★ 

 

12
月
17
日
、
講
師
に
市
教
育
委
員
会
教
育
指
導
員

二
又
茂
樹
氏
を
迎
え
、
平
成
29
年
度
「
み
ん
な
で
考

え
る
人
権
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、
17
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。 

日
常
生
活
に
お
け
る
様
々
な
環
境
、 

立
場
で
あ
っ
て
も
、
相
手
を
思
い 

や
り
大
切
に
す
る
心
を
常
に
持
ち 

続
け
る
・
・
・
色
々
な
気
づ
き
が 

あ
り
、
改
め
て
考
え
る
貴
重
な
時 

間
で
し
た
。 

            

         

残
り
物
小
皿
に
と
っ
て
猫
を
飼
う 

 
 

 

船
津 

重
信 

膝
の
皿
ク
ル
ク
ル
ク
ル
リ
大
丈
夫 

 
 

 

小
松 

健
治 

皿
欠
け
て
家
族
一
か
ら
や
り
直
す 

 
 

 

高
橋
久
美
子 

大
皿
に
笑
顔
並
ん
だ
四
世
代 

 
 
 
 

 

横
田 

純
枝 

受
け
皿
が
出
来
て
大
き
く
飛
躍
す
る 

 

左
右
田
千
代
子 

祭
り
好
き
神
輿
追
い
か
け
酔
い
と
ん
ぼ 

 

尾
原
美
和
子 

と
ん
ぼ
追
う
子
供
が
居
な
い
里
の
秋 

 

小
笠
原
か
お
る 

父
か
も
知
れ
ぬ
母
か
も
知
れ
ぬ
盆
と
ん
ぼ 

山
藤 

照
恵 

抱
か
れ
て
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
神
仏 

 
 

山
崎
ヤ
エ
コ 

花
を
と
り
抱
く
ほ
ど
持
っ
て
こ
け
ち
ゃ
っ
た 中

島 

栄
子 

冬
木
立
春
を
み
す
え
て
夢
を
抱
く 

 
 

 

高
橋 

麗
子 

冬
来
れ
ば
夏
が
良
か
っ
た
天
邪
鬼 

 
 

 

平
田
千
恵
子 

体
調
の
重
い
動
作
を
追
う
日
々
に 

 
 

 

窪
田
キ
ミ
エ 

秋
祭
り
収
穫
終
え
て
神
楽
舞
う 

 
 
 

 

楸 
 

清
子 

汗
流
す
洗
濯
機
に
も
礼
を
言
う 

 
 
 

 

原
田
ミ
ツ
ヨ 

一
件
落
着
み
ん
な
眠
っ
て
月
が
出
る 

 
 

井
上 

松
美 

              

 

一
月
の
川
柳
句
会
の
ご
案
内 

 
 
 
 

日
時 

 

一
月
十
三
日(

土) 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

午
後
一
時
半
～ 

 
 
 
 

場
所 

 

川
越
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

《 

課
題 

》 

こ
た
つ
・笑
う
・
細
い
・
福 

立
つ
・つ
れ
づ
れ 

（
各 

二
句
） 

子ども読書会 

昼食のカレー 

防災安全部 
事業 

12月 1日～2日、NPO法人ぼうぼうネット理事 山崎隆弘氏を招き、

自主防災研修（災害図上訓練）を開催し 25名が受講しました。 

地図を使って「自治会の地理的な特性」や「自治会

で起こる災害」を地図上に描きながら、避難経路や

避難場所の確認をする災害図上訓練。 

実際に現地（渡田、下大貫、上大貫地区）を歩いて

川（川幅、護岸、河床）や道路（勾配、幅員、段差）

について、危険個所の確認をするまち歩き研修。 

1日 

2日 

 

川越地域は、昭和 58年の水害を最後に 34年間大規模な水害は起きていませ

ん、しかし近年の異常気象の状況をみると、いつあのような大規模な水害が発

生するか分かりません。災害が起きた時にどのように行動すれば良いのか、防

災について家族や自治会で話合いをしていただきたいと思います。 

健
康
を 

支
え
る
母
の 

流
し
台 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
藤 

照
恵 

黒米贈呈式 ……桜江小学校 
小春日和の 12月 15日、5年生児童の作った黒米の桜

江５地区への贈呈式がありました。 

この黒米は牛尾且宏氏の指導の下、５年児童 18 人が市

山・流鏑馬（やぶさめ）の田圃で作ったものです。児童た

ちは、春に六角（ろっかく…田植えで苗を植える位置を表

示）を使って田植えをし、秋に鎌で稲刈りをし、足踏み脱

穀機で脱穀したものです。戴いた黒米は、1月 14日に行

われる川越のとんど祭りでお餅としていただくことにし

ています。 

6年生の発表「キャッツ」 1年生の演技 

 

 

  

12月 3日（日）に開催しました、福祉ふれ

あいチャリティバザーは、盛会のうちに終了す

ることができました。拠出点数 6077点、 

収益金 542527円となりました。 

 この収益金は、いったん県共同募金会に送金

しますが、来年度、当市の社会福祉事業推進の

ために助成され、殆んどの額が身近な施設や地

域内の福祉施設のために戻って参ります。 

 今後とも、こうした資金が一層地域の皆様の

「福祉のまちづくり」に向けて役立つよう、有

効適切な活用をさせていただきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

 

江津市社会福祉協議会・江津市共同募金委員会 

 今年初めて計画いたしましたミニ門松づく

り、小学生はスポ少等で参加が少なかったです

が、就学前の親子の皆様や地域の皆様に参加し

て頂きました。総勢 20 名が熱心に楽しみなが

ら、立派に仕上げることが出来ました。 

 講師の青木義功様ご夫妻には、事前の仕度が

大変だったと思います。心より感謝いたします 

と共に、年末のお忙しい中、参加ご協力いただ

いた地域の皆様有難うございました。 

ミニ門松が福を招く、新年になることでしょう。 

教育文化部 

  事業 

センター大掃除
のお礼 

12
月
24
日
に
セ
ン
タ
ー
の
大
掃
除
を 

終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
気
忙
し

い
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
沢
山
の
地
域

の
方
々
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し

た
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


